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２．編成計画の要点 
 

[ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ] 
 

（１）テレビ（英語・外国人向け放送） 

 

◇「ニューノーマル」時代を迎える日本と世界を見つめる 

   新型コロナウイルスによる社会や価値観の変化を正確にとらえ、ニュースや番組で多角的

に伝えます。また、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）など世界共通の課題解決に貢献する番組

を充実させます。 

 

◇多様なネットワークの活用で信頼されるニュースを発信 

国際公共メディアとして、日本やアジアの視点を交えて世界の出来事や課題を的確に伝え

るとともに、ニューヨークスタジオをはじめとした海外発信拠点を活用し、正確で信頼され

る情報をいち早く伝えます。 

 

◇世界の視聴者をひきつける新たなコンテンツを開発・発信 

国内放送と連携してシリーズドラマを新設。経営資源の効率的・効果的な活用により、上

質で訴求力のある番組を世界に届けます。また、歴史教養番組やデジタル調査報道番組な

ど、ＮＨＫワールドＪＡＰＡＮの新たな強みとなるコンテンツの開発に取り組みます。 

 

◇ともに生きる 在留外国人向けサービスを充実 

地震・台風などの災害時には、ＳＮＳやインターネットで多言語のニュース配信を行い、在

留外国人や訪日外国人の安全・安心を支えます。また、多文化共生社会における相互理解促

進につながる番組や日本語学習コンテンツを充実させます。 
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◇新設・刷新番組の概要 
  

●「ＮＨＫ Ｄｒａｍａ Ｓｈｏｗｃａｓｅ」 （日・前９：１０～１０：００ ほか） 
世界の視聴者に訴求するシリーズドラマを、国内放送と連携して開発。日本社会の「今」や人間模様を反

映した上質で見ごたえのあるラインナップで、海外視聴者に日本のドラマコンテンツの魅力を届けます。 

 
●「Ｔｉｍｅ ａｎｄ Ｔｉｄｅ」 （土・後１：１０～２：００ ほか） 
国内放送との連携も含め、歴史教養番組枠を新設します。世界で起きたさまざまな歴史的事象の裏側

で繰り広げられた人々との交流やアナザー・ストーリーなど、日本と海外の絆や、世界史からみた日本の

動きにも焦点を当て、国際放送として海外の人々にも響く番組枠を目指していきます。 

 
●「Ｔｈｅ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ」 （水・前９：３０～１０：００ ほか） 

   世界の視聴者をひきつける新たなコンテンツの開発に取り組むチャレンジ枠。ネット空間に広がる画像・

動画や衛星データの分析によって世界各地の事件や気候変動などの真相を探るデジタル調査報道番組

をはじめ、新しい手法やスタイルに挑戦する番組を多彩に編成します。 

 
●「Ｓｈａｒｉｎｇ ｔｈｅ Ｆｕｔｕｒｅ」 （水・前１１：３０～１１：５８ ほか） 
途上国で活動する日本人の姿を伝えてきた「Ｓｉｄｅ ｂｙ Ｓｉｄｅ」を刷新。より若い世代が、ソーシャルビ

ジネス、シビックテックなどの新しい発想で現地の人々とともにＳＤＧｓの課題に取り組む姿を描きま

す。 

 

●「Ａｃｔｉｖａｔｅ Yｏｕｒ Ｊａｐａｎｅｓｅ！」 （月・前１０：４０～１０：５５ ほか） 

外国人が日本で仕事をする上で必要な、コミュニケーションを円滑に進める方法を伝える日本語学習番

組。すでに習得している基礎的な能力を引き出し、実践の場で発揮するためのスキルを紹介します。 

 
●「Ｌｅａｒｎ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｆｒｏｍ ｔｈｅ Ｎｅｗｓ」 （月・前１０：４０～１０：５０ ほか） 
日本国内のニュースをもとに日本語を学びます。ニュースのキーワードやその背景もわかりやすく解説

し、海外の日本語学習者だけでなく、国内に暮らす外国人にも役立つ情報を発信します。 
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（２）ラジオ（１７言語・外国人向け放送） 
 

◇さまざまなメディアの組み合わせによる情報発信 

短波放送や現地再送信が有効なアジア・アフリカ地域や、インターネットが普及している欧

米など、地域の特性に合わせ、メディアのベストミックスで全世界へ情報を発信します。 

 

◇ラジオ第 2 放送と連携した情報番組の充実 

海外の聴取者に加え、日本各地に暮らす外国人にも役立つさまざまな情報を届けます。特

に、英語・中国語・ベトナム語・ポルトガル語で提供している番組の拡充を図ります。 

 

◇インターネット活用の強化 

中国語やタイ語、ベトナム語における動画ニュースやＳＮＳによるニュースなどの発信に加

え、ポッドキャストやＡＩスピーカーへの展開などに取り組みます。 

 

◇英語・新設番組の概要 
  

●「Ｌｅａｒｎ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｆｒｏｍ ｔｈｅ Ｎｅｗｓ」 （月・後０：００～０：０５） 
ニュースをもとに英語を学ぶ、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ（テレビ）の番組をラジオ英語放送でも展開。必要な

キーワードや日本の事情を伝え、役立つ情報を提供します。 

 

 
●「Ｒｅａｄｉｎｇ Ｊａｐａｎ」 （日・後２：１０～２：３０） 
現代作品を中心に、日本文学の短編を英語で味わい深く朗読します。ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ（テレビ）の

番組音声を活用。 
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（３）インターネット 

 

◇さらに迅速に、さらに便利なサービスへ 
オンラインコンテンツを充実させ、ウェブサイトやアプリの機能性・操作性の向上を図りま

す。特に、日本国内での災害発生時の英語および多言語による情報発信を強化していきます。

また、最近注目されている音声コンテンツの充実に力を入れるほか、日本語学習コンテンツ

の強化も図り、より多くの人に親しんでもらうことを目指します。 

 

◇ＳＮＳでターゲットに情報を確実に届ける 

ＳＮＳでは、日々のニュースに加え、生活や防災に役立つショート動画や多彩なコンテンツ

を発信するほか、国内のコンテンツとの連携も深め、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの認知および信

頼度の向上を国内外で図ります。ＳＮＳごとに異なる特性とユーザー層を捉え、ターゲットに

情報を確実に届けます。 

 

◇多言語コンテンツの一層の充実 

ＡＩ（人工知能）による自動翻訳の活用を拡大し、ニュース記事の多言語展開を進めるほか、

海外の放送局への提供を強化するなど、ＮＨＫならではの多様で質の高いコンテンツを、世

界の多くの人に届けることを目指します。 

 

◇在外邦人向けの情報発信を強化 

在外邦人の安全・安心を守るため、インターネットでの情報発信やサービスの拡充に努め

ます。また、使いやすさを向上させ、在外邦人の「頼りになる情報源」としての役割を果たし

ます。 
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[ＮＨＫワールド・プレミアム］（日本語・在外邦人向け放送） 
 

◇「ニューノーマル」時代を読み解く手がかりを提示する 

 日本の「今」を多角的に伝えるとともに、最新の国際情勢や、コロナ禍で加速する働き方や

価値観の変化など社会の動きについても丁寧に発信し、インターネット配信もさらに活用し

ながら、海外の視聴者に役立つ情報を提供します。 

 

◇海外の日本人の安全と安心を支える 

大規模な事件・事故や、頻度と激しさを増す自然災害に際して、機動的にニュースを編成す

るなど必要な情報を的確に届け、日本語のライフラインとしての役割を果たします。 

 

 

 

 

[ＮＨＫワールド・ラジオ日本]（日本語・在外邦人向け放送） 
 

◇最新のニュース・番組、安全・安心情報の提供 

国内のニュースや情報番組、スポーツ中継など、多彩な番組を通して日本の情報を伝えま

す。災害や大規模な事件・事故の際は最新のニュースを国内と同時に届けます。また海外で

暮らす日本人に世界各地の安全情報を伝えます。さらに、インターネット展開により聴取者の

利便性を高めます。 
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３．放送時間等 
 

○放送時間（１日） 
 

［ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ］ 
 

＜テレビ（英語・外国人向け放送）＞ 

 

放 送 時 間 

 

２３時間以上 

 

 

 

 

＜ラジオ（１７言語・外国人向け放送）＞  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           ※）現地送信やインターネットサービスを強めていく言語 

使用言語（１７言語） 放送時間 

英語 ※ ２時間５０分 

中国語 ※ ２時間５０分 

朝鮮語 ２時間５１分 

ロシア語 ２時間２２分 

インドネシア語 ※ ２時間３４分 

タイ語 ※ １時間５０分 

ベトナム語 ※ ０時間５２分 

ビルマ語 １時間３０分 

ベンガル語 ２時間３０分 

ヒンディー語 １時間３５分 

ウルドゥー語 １時間２１分 

フランス語 １時間１９分 

ペルシャ語 １時間２７分 

アラビア語 ２時間４０分 

スワヒリ語 ２時間００分 

スペイン語 １時間０９分 

ポルトガル語 ※ ０時間３９分 

合計 ３２時間１９分 
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［ＮＨＫワールド・プレミアム］（日本語・在外邦人向け放送） 

 

放 送 時 間 

 

およそ５時間 

 

＊北米・欧州地域では、現地の生活時間にあわせて各１日およそ５時間の放送を実施。 

 

 

［ＮＨＫワールド・ラジオ日本］（日本語・在外邦人向け放送） 
 

放送時間（日本語） 

 

２４時間 
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○部門別定時放送時間および比率（週間） 
 

［ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ］ 

 

＜テレビ（英語・外国人向け放送）＞  

 
 

放送時間 比 率 

報 道 
時間  分 

１１９・０７ 

％ 

７１．８ 

インフォメーション ４６・５３ ２８．２ 

合 計 １６６・００ １００．０ 

 

 

＜ラジオ（１７言語・外国人向け放送）＞  

 

 放送時間 比 率 

報 道 
時間  分 

１６７・５１ 

％ 

７４．２ 

インフォメーション ５８・２７ ２５．８ 

合 計 ２２６・１８ １００．０ 

 

 

［ＮＨＫワールド・プレミアム］（日本語・在外邦人向け放送） 
 

 
放送時間 比 率 

報 道 
時間  分 

３３・３６ 

％ 

９２．０ 

インフォメーション ２・１０ ５．９ 

娯楽 ０・４５ ２．１ 

合 計 ３６・３１ １００．０ 
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［ＮＨＫワールド・ラジオ日本］ （日本語・在外邦人向け放送） 

   

 

 放送時間 比 率 

報 道 
時間  分 

１０８・４７ 

％ 

６４．７ 

インフォメーション ５７・２３ ３４．２ 

娯 楽 １・５０ １．１ 

合 計 １６８・００ １００．０ 

 


